
 様式第９ 

平成２８年度循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書 

 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

東吉野村 東吉野村 平成２２～２６年度 平成２２～２６年度 

 

 

 

 

１ 目標の達成状況 

 

（生活排水処理） 

指      標 
現 状 

（平成２０年度） 

目 標 

 （平成２７年度） A 

実 績 

 （平成２７年度） B 

実績B 

/目標A 

総人口 
 

２，５６２ ２，１３２ １，９２７ ― 

公共下水道 
汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

    

      

        

      

        

     
 

集落排水施設等 
汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 
                                           

合併処理浄化槽等 
汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

       ７０１ 

２７．４％ 

         １，０２４ 

      ４８．０％ 

８８５ 

 ４５．９％ 

８６% 

９６% 

未処理人口 汚水衛生未処理人口 １，８６１ １，１０８ １，０４２ ９４% 

 

 

 

 

 



２ 各施策の実施状況 

施策種別 
事業 

番号 
施策の名称等 実施主体 施策の概要 

事業実施期間 

(事業計画期間) 
施策の実績 

処理施設 

の整備 
に関する 
もの 

 

浄化槽設置整備事業 東吉野村 

東吉野村に住所を有する者又
は本村へ転入しようとしてい
る者で、村内において住宅又は
併用住宅（住居の用途に供する
部分のみ。）に合併処理浄化槽
を設置するもの及び既存単独
処理浄化槽から合併処理浄化
槽へ転換するものに対して補
助金を交付する。 

平成２２～ 

２６年度 

５ 人 槽：１８基 

７ 人 槽：１７基 

（内既存単独処理浄化槽転換：
１基） 

計３５基に対して補助を実施。 

その他 

 

住民に対する啓発・
広報活動 

東吉野村 

生活排水処理施設の整備を図
っていく上で生活排水対策の
必要性、合併処理浄化槽の重要
性、又浄化槽法に基づく保守点
検、清掃及び定期検査等につい
て住民に周知、広報を行い啓発
に努める。 

平成２２～ 

２６年度 

・役場窓口に啓発パンフレット
及び啓発物品を配置配布 

・村広報誌に掲載周知 

 
３ 目標の達成状況に関する評価 

生活排水処理においては、当初計画では５年間で４７基（１４５人分）の合併処理浄化槽の整備を目標にしたが、実績は３５基の整備と
なり、目標は達成できなかった。しかし、合併処理浄化槽等汚水衛生処理人口が平成２０年度より１８４人増加しており、今後についても、
循環型社会形成推進交付金を活用した合併処理浄化槽設置整備事業を進め、公共用水域の水質良化及び村全域における生活環境の改善に努
める。 

 また、住民に対する啓発・広報活動も、地域住民の水質保全意識の高揚を図る有効な手段であるので、今後も引き続き実施していく。 

 



 

（都道府県知事の所見） 
計画期間内での整備基数及び整備人口は当初計画を下回った。しかしながら、浄化槽設置整備事業は毎年着実に行われており、村内人口の
減少も相まって、結果としては汚水衛生処理率は当初目標比の９６％となり、ほぼ目標を達成することができた。今後も、浄化槽設置整備
事業の継続に加えて、住民に対する啓発・広報活動を実施することにより、地域住民の水質保全意識の高揚を図り、良好な水環境の保全に
努めることを期待する。 

 


